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編集・発行
青森県男女共同参画センター

▲アピオあおもり秋まつり2016
平成 28 年11月6日（日）開催。
「今日の出会い、明日への一歩」を
テーマに、今年度も盛大に開催しま
した。イベントホールプログラムの
オープニングを飾ったのは、今別町
の郷土芸能である荒馬の演舞。男
女ペアで華麗に舞う姿で、会場を盛
り上げました。アピオあおもり館内
では、団体による体験型のワーク
ショップブースが多数出展し、県民
のみなさんと身近に男女共同参画
を考える機会となりました。
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■編集・発行
　青森県男女共同参画センター・アピオあおもり
　〒０３０-０８２２　青森市中央３丁目１７－１
　ＴＥＬ ０１７－７３２－１０８５　ＦＡＸ ０１７－７３２－１０７３
　ＨＰ  http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/

■編集後記■編集後記

■交通アクセス
　市営バス利用
　●中央循環線「アピオあおもり前」下車
　●青森駅前4番乗場より下記行きで１５分
　　「働く女性の家前」下車、徒歩３分
　　（市民病院線、横内環状線、問屋町行き、
　　浜田循環線、青森公立大行き）
　●国道４号線「市役所前」下車、徒歩８分
　※公共交通機関をご利用の上、ご来館ください。

読者プレゼント　「りんごバター＆平川市民歌ＣＤ」（平川市提供）を１０名様にプレゼントします。

　　　　　　　　詳しくは 8 ページをご覧ください。

■コラム■コラム
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●青森県男女共同参画センター及び青森県子ども家庭支援センターは、
　指定管理者「青森コミュニティビジネス株式会社」が受託・運営して
　います。

作・画／中野渡 明美

自分らしい働き方・生き方を実現するうえで、農業の魅
力と可能性を感じました。農業女性の未来は明るい！

　（伊藤　尚子）
今回も「ジェンダー」を越え、能力や個性などを発揮し
「生きる」ことについて考える機会をいただきました。

　（小笠原彩子）
世界の子どもたちが、自分の夢について目をキラキラさ
せて語ることができる日が訪れますように！

（情報誌担当 鈴木）

　名字のない社会

　「ミャンマーは名字を持たないので、生まれる子どもは

男性・女性の性にとらわれない」。本号の６頁で掲載して

いるJICAシニア海外ボランティアとして派遣されている

工藤さんからのレポートの一文。

　この一文を読んだとき、50代後半の女性は納得感が

あったが、20代独身女性はこの短いコメントの意味がよ

く分からないと言った（なるほど）。例えば、最近はあまり

耳にしない会話ではあるが、男の赤ちゃんが産まれると

「あら、男の子で良かったわね」と言われる。「子どもが女

の子ばかりだとその家のお嫁さんは肩身の狭い思いをす

る」ということが往々にしてあった（ある）。

　日本の社会はまだまだ「家制度」が根強く、しかも後継ぎ

は「男」という意識は依然として存在する。そして、結婚す

ると、９割以上の女性が夫の姓を名乗る。

　６年前、長女が結婚する際に「通帳から何から何まで名

義変更届を出さなければならず面倒！」「◯◯の名字に

なってあげるんだからありがたく思ってもらわないと」と

言っていた。面倒というだけではなく、なかには名字が変

わることでアイデンティティが失われるとして、事実婚を

選択する夫婦（女性）もいる。夫婦別姓（選択的夫婦別姓含

む）が語られてからかなりの時間が経過しているにも関わ

らず、いまだに「家族の一体感が失われる」という理由で法

案は成立していない。

　そんなことを考えると、ミャンマーが名字がないことで

どんなにか縛られるものがなく、生まれる子どもの性別に

関係なく誕生を喜ぶことができるか。名字がないことで、

どちらの親の面倒や介護も心置きなくできるか。

　「名字がない方が良い」とは言わないが、名字があること

で「生きがたさ」を感じる人がいる社会は変えていかなけ

ればならないと感じる。　　　　　　　　 （ＳＡＫＵＲＡＫＯ）

・・・・

アピオあおもり／青森県男女共同参画センターは、女性、男性、高齢者、子どもなどすべ
ての人々が個人として尊重され、共に支え合う男女共同参画社会の実現をめざして、県
民のさまざまな活動を支援するための拠点です。
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